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１．はじめに
　現在、より良い経営を行うために情報の活用は不可欠であり、情報を収集し、分析をする行為は
もちろんのこと、そのための情報システム構築も重要となっている。情報システムは今から半世紀
以上前に、業務の効率化を実現することを目的として社会に導入され始めた。その後現代では、業
務の効率化だけではなく、付加価値の創出から駆動される新ビジネスモデル創出の役割りも担い始
めている⑴。例えば、小売業のamazon.comと小売書店においては、小売書店は店舗を構えて商品で
ある本を陳列し、消費者に来店していただいて本を購入していただくという業態である。それに対
しオンライン書店であるamazon.comは店舗を持たない。その代わりにインターネット上で本を購
入できる窓口を展開している。これは、情報システムとインターネットを組み合わせることによって、
無店舗、来店不要の付加価値を創出し、新ビジネスモデルの創出を実現したことになる。これらを
まとめると、情報システムという道具を用いて社会に存在する課題を解決することが、社会におけ
る情報システムが担う役割りといえる。
　情報システム開発では、組織がかかえる問題点を解決すべき課題として的確にとらえることを出
発点とし、ユーザインターフェース１に代表されるユーザの利便性の向上も考慮した上での課題解決
が求められている。しかしながら、これらのことを学生が積極的に学び修得するためには、従来型
の講義形式では不可能である。組織がかかえる課題を解決するために情報システムという手段を用
いること一つとっても、図書館システムのような仮想的な課題を見繕ったところで、学生自身が図
書館を利用するにあたって不満がなければ逼迫感は伴わない。それでは課題解決の重要性は身に染
みない。すなわち、社会人経験のない学生達に課題解決の重要性を説くためには、彼らの学生生活
で逼迫した不便性を実感している案件であることが望ましい。そこで、４年生の卒業制作において、
解決すべき課題を学生自身の生活の中から抽出し、その中で情報システムという道具で解決できる
案件を選定し、情報システム開発の上流から下流までを一貫して手掛けた。
　現状、本学における毎年の履修登録は、２日間の登録日の間で本学指定用紙に記入し学務課に提
出する。その際、受付にて学務課員のチェックを受け、通過した者の指定用紙を学務課員が情報シ
ステムに入力している。そのため、手書きで必要項目を正しく記入する手間と、受付で待ち行列が
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発生する。また、現行情報システムのユーザインタフェースは、一覧表に選択する科目の科目コー
ドをキー入力して一括登録、または一科目毎に入力する方式であるため、使い勝手が良いとも労力
が手書きに比べて削減されているとも言い難い。そこで、上記の問題を解決すべく新たに履修登録
システムを開発した。新情報システムでは、文系学生が使用することを考慮し、ユーザインタフェー
スの使い勝手の向上に注力した。具体的には、時間割表を入力画面とし、各時間割り項目にはコン
ボボックスを配置し、クリックすると受講可能な科目のみを選択できる仕様とした。これにより、
一週間のスケジュールも組み立て易くすることができ、使い勝手とスケジューリング性の向上を同
時に実現できる。また、紙媒体による手続きから解放される利得として、記入チェックの負荷と待
ち行列の解消を獲得し、更に学生の「自宅から履修登録を行いたい」という要望も実現することが
可能となる。プロトタイプ２が完成すると、主要ステークホルダの一角を占める学務課に新情報シス
テムを提示し、その意見は次年度の開発案件とした。
　ここで、学生が解決すべき課題を学生生活の中から抽出し、情報システムという手段で解決する
までの一連の流れを、４年生の卒業制作の一年間弱だけで培うことはできない。その前に、卒業制
作に取り掛かるための基礎ができていることが求められる。そのために、本学情報コースのカリキュ
ラムを一部改編した。具体的には、情報システムの開発モデルの一つであるウォータフォールモデ
ル３の上流工程から下流工程までを網羅するカリキュラムとなるように編成した。これにより、４年
生になって切れ目なく卒業制作に取り掛かれる仕組みを構築し、卒業制作では学生が課題解決に注
力できる教育体系を開発できたといえるため報告する。
２．情報システム開発の流れと本学情報コースカリキュラム
　情報システムを開発するにあたり、開発工程としていくつかのモデルが存在する。そのなかで、
最も古くから用いられている基本的なモデルが、ウォータフォールモデルである⑵。現代ではプロト
タイプモデル４、スパイラルモデル５等が存在するが、それらはウォータフォールモデルを基盤とし
て発展させたものである。
　情報システム開発業における一般的なキャリアパスは、新卒で入社後、まずプログラマとして経
験を積むことから始まる。その後、約２、３年の経験を積み、あらかたの要求をこなせるようにな
ると、小さな機能の設計を任されるようになる。ここで初級システムエンジニアとしてのキャリア
が始まる。その後は熟練度の度合いにより、徐々に担当規模も多くなり、客先との折衝も増え、サ
ブシステムを担当できる程になれば、サブリーダとしてプロジェクトの運営にも責任を持つ立場に
就くことになる。ここまでの流れを開発工程に照合すると、プログラマは製造工程（狭義の意味で
の開発工程）、システムエンジニアは要求定義、設計、テスト（結合テスト以降）工程が担当となる。
ここで、教育機関における情報処理技術者教育に上述したキャリアパスを踏襲すると、低学年でプ
ログラマ（製造工程）教育、高学年でシステムエンジニア（設計工程）教育となる。本学情報コー
スのカリキュラム体系も当該コンセプトに照らし合わせて変革を行った。その結果を表１に示す。
情報システムの開発は、まず要求定義工程から始まる。要求定義とは、「どのような情報システムを
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作ればよいのか？」そのニーズを顧客から抽出するところから始まる。主にコンピュータではなく
人を相手とするため、対人折衝能力が要求される工程である。本学カリキュラムでは情報化リーダ
で学ぶことができる。授業では３～４名で一チームとし、ディスカッションを通して要求定義仕様
をまとめる。面白いことに結果は三者三様になり、チームの個性が現れ、チーム同士の結果を比較
検討することにより新しい発見も得られる。どのような情報システムを作るのかが定義されると、
次の工程である設計工程に進む。設計工程では情報システムを設計し、その成果物として設計書を
記述する。本学カリキュラムでは、システム設計論で学ぶことができる。情報サービス産業におけ
るシステムの設計は建築物の設計と類似している⑶。家を建てることを例にとると、設計書は建築家
が設計する設計図に該当する。設計図ができると、設計図を元に大工が家を建てる。その工程を開
発工程と呼び、情報システム開発ではプログラミングと呼ぶ。本学カリキュラムでは、システム開
発論、ダイナミックWeb、プログラミング１・２で学ぶことができる。情報システムが出来上がる
と、実際に情報システムを稼働させる運用保守工程に進む。本学カリキュラムでは、基礎演習Ⅱ（齊
藤担当分）で学ぶことができる。具体的には、齊藤ゼミの４年生が卒業制作で作った情報システムを、
経営情報学科の１年生全員が操作する。早い段階で学生にとって身近かつ学生が制作した情報シス
テムを体験することにより、情報システムに関する理解だけでなく、今後の情報系科目全般の関心
を高め理解度を増す効果も期待している。以降に新規開講科目であるダイナミックWebとシステム
開発論の概要を示す。
２．１　ダイナミックWeb
　ブラウザ上でWebに動きをつけるための言語であるJavaScriptを修得することを通して、プログ
ラミングという創作活動に馴染み、その基本を修得する。これにより、より複雑な規則を要するC
言語等を修得する土台を作ることができるため、プログラミング1・2へのウォーミングアップにも
なる。
２．２　システム開発論
　情報システムとは多数のプログラム部品の集合体であるため、一つのプログラムで閉じた機能を
作成できるようになっただけでは全体を俯瞰することができず、多数のプログラムの連動により成
り立つ情報システムというものへの理解に繋げることが難しい。よって、たとえ小さくともシステ
ムを構成するプログラムを一通り自身の手で作る経験こそが理解への早道である。本科目は、比較
的小さなシステムを簡易言語であるVBA（Visual Basic for Applications）を用いて製造することを
通して、ホワイトボックスとしての情報システムを学ぶ。
表１　開発工程に対応する科目
工程 概要 対応する科目
要求定義 どのようなシステムを作るのかを分析・定義する 情報化リーダ
設　　計 要求定義をもとに、システムを設計する システム設計論
開　　発 指定されたプログラム言語を用いて、プログラミングしテストを行う
システム開発論、ダイナミック
Web、プログラミング1・2
運用保守 実際にシステムを動かし、評価して改善に備える 基礎演習Ⅱ（齊藤担当分）
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３．履修登録システムの開発
　図１に情報システム開発の背景となる問題と課題を示す。先ず、あるべき姿として「記入チェッ
ク不要」、「待ち時間ゼロ」、「自宅から登録」を設定する。それに対して現状は、「紙媒体による提出」、「直
接学務課に提出」であるため、その「ギャップ＝問題」として、「記入チェックの負荷」と「待ち行
列」が発生している。そこで「将来のあるべき姿」として、「記入チェックの軽減」、「待ち行列の解
消」、「遠隔登録」をゴールに設定する。ここで現状業務を分析し、「今後取り組むべきこと＝課題」
として、「新システムの制作」が最も効果的であると結論づけた。図２の業務フローは現状業務を調
査した結果である。その詳細を以下に示す。
①学生が履修登録用紙に登録する科目を記入する。
②学務課が学生から履修登録用紙を受け取り、不備がないかをチェックする。
③学務課が履修登録用紙に基づき現行情報システムにデータを入力する。
④履修登録確認表を紙媒体に出力する。
⑤学生が記入した履修登録用紙と履修登録確認表に不整合がないかをチェックする。
⑥履修登録確認表を学生に渡し、各学生が不整合の有無をチェックする。
　不便さは図２中の点線で囲った部分に集中しており、その原因はアナログ的であることに起因し
ている。特に、業務フロー③、⑤は本学の学生７百名弱分を行うため、学務課員の負荷となる。そ
こで、このアナログ的な部分を情報システム化することにより問題を解決できると判断した。よって、
これを齊藤ゼミの基本方針である「ないものを嘆かず、それをチャンスと捉え、作ってしまえば良い」
に則り卒業制作のテーマに選定した。
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・待ち時間ゼロ
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・記入チェックの軽減
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図１　問題と課題の定義
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　本開発の特徴として、EUC（End User Computing）６であることが挙げられる。情報システムは、
「お金を出す経営者」、「システムを運用する運用担当者」、「開発を管理する管理者」、「システムを利
用する利用者」、「システムを開発する技術者」に取り囲まれ、これら利害の異なるステークホルダ
は、組織の中の立場によって関心事がそれぞれ異なる。したがって彼らの要求も異なる。また、本
開発ではシステムを開発する技術者は「学生」で、システムを利用する利用者は「学生」と「学務課」
になる。ここで、開発者と利用者は双方「学生」であるため、EUCとなり利害の帳尻を合わせ易い
メリットがある。そのため、学生が扱う開発案件としてはEUCが適切であると考える。
　開発モデルにはプロトタイピングを選択した。メリットは、利用者と開発者の間で誤解や認識の
食い違いを早期に発見でき、利用者のシステムへの関心度も高めることが挙げられる。それに対し
て、開発工程の管理が複雑になるデメリットがある。工程の始まりは「要求定義」からスタートし、
「システム方式設計」、「試作品の作成」、「プロトタイプの実行」、「利用者による確認」を経て、評価
でNGだった場合は要求定義に戻り、OKだった場合は以降の工程に進む。４年生の卒業制作では、
試作品を作成し「利用者による確認」における学生側まで行い、卒業制作発表に学務課員を招待し、
学務課側における利用者による確認を行った。
　開発言語にはVBAを採用した。表２に示す実際の開発規模から、本開発の規模は小規模システ
ムに該当し、技術者が学生であることから、開発の負荷を低減するために扱い易いツールであるこ
とが望ましい。そこで、本学情報コースカリキュラムから、学生が慣れているソフトウェアである
Excelを用いることを考えた。しかし、Excelはデータを扱うのに優れたソフトではあるが、情報シ
ステムを作るために必須である条件分岐構文や繰返し構文による複雑な処理が苦手である。そこで、
図２　現状の業務フロー
 
  
 
学生 学務課 情報システム
①履修登録
　用紙記入
②履修登録用紙
　受取・チェック
④履修登録
　確認表
⑤データ入力
　チェック
③履修登録
履修登録
ＤＢ
⑥データ入力
　チェック
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このような処理を可能にし、簡易言語として完成度を高めたVBA for Excelを採用することにより、
「Excelでもこんなことができる！」という可能性も示すことができる。
４．履修登録システムの仕様
４．１　システムのモデル化
　ユースケース図によってモデル化したシステムを図３に示す。ユースケース図は、システムが外
部に提供する機能を表現する。また、ユーザがシステムに対して要求する機能、動作を「ユーザの
視点」で捉える。つまり、システムの内部的な動作については考えず、「システムをどのように利用
することができるか？」という視点で考える。図３の左側のユーザである学務課は、「ログインする」、
「学生データをメンテナンスする」、「科目データをメンテナンスする」、「履修登録する」を使用する
ことが可能だが、図３の右側の学生は、ログイン時に、権限によりメンテナンス系の機能の使用が
制限される。ユースケース図に基づき設計した画面遷移図を図４に示す。
表２　開発規模
機能名 step数 機能名 step数
共通処理 460 科目マスタ登録 360
ログイン 100 科目マスタ修正／削除 490
メニュー 160 履修登録 550
学生マスタ登録 160 履修更新 1,900
学生マスタ修正／削除 290 総計 4,470
 
ユーザ
（学務課）
ログインする
学生データを
メンテナンスする
科目データを
メンテナンスする
履修登録する
ユーザ
（学生）
権限により制限
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図４　画面遷移図
ログイン画面 
学生マスタ登録画面 
科目マスタ登録画面 
メニュー画面 
履修登録画面
学生マスタ修正／削除画面 
科目マスタ修正／削除画面
履修更新画面
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４．２　現行情報システムの特徴
　現行情報システムの学生履修情報入力画面を図５に示す。ユーザインターフェースの特徴として、
コードを数字キーで入力後、行登録ボタンを押下することにより、科目データが一覧表に表示され
る仕組みである。具体的な操作は、①学籍番号を入力、②授業コードを入力、③学期を入力、④行
登録ボタンを押下すると、科目データが画面下部の一覧表に登録される。これを履修する科目数分
②から④を繰り返す。そのため、キー入力ミスの防止や単位時間あたりの登録数向上のためにはキー
入力の習熟を要する。
　
４．３　新情報システムの特徴
　新情報システムにおいて使い勝手を向上させるために工夫した点は、履修対象科目の選択方式で
ある。現行情報システムのデータ入力の操作がキー入力主体であることに対し、新情報システムでは、
マウスによる履修対象科目の選択を主な操作としている。図６に新情報システムの履修登録画面に
おける曜日・時限コンボボックスを示す。図中では月曜１限の曜日・時限コンボボックスにフォー
カスしており、操作する学生が履修できる月曜１限の科目のみが表示されるようにフィルタリング
条件が設定されている。これにより、使い勝手の向上と、キー入力ミスから解放されることによるヒュー
マンエラーの防止を同時に実現している。
①学籍番号を入力
②授業コードを入力
③学期を入力
④行登録ボタンを押下
図５　現行情報システムの学生履修情報入力画面
図６　曜日・時限コンボボックス
 
曜日・時限コンボボックス
選択可能な科目のみ表示
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５．まとめ
　学生が使用できる履修登録の電子化を実現したことにより、課題として設定した「記入チェック
の軽減」、「待ち行列の解消」、「遠隔登録」を実現する目処がついた。次年度の開発案件として、集
中講義に代表される「別途、定める日程で実施する科目」の登録機能、毎年年度始めに改訂される
科目データを、現行情報システムから新情報システムへ移行する機能、教員マスタメンテナンス機
能を作成することが挙げられる。これらの機能が完成すると、実際に新情報システムを運用し、そ
の効果を測定する計画である。その際、紙媒体に印刷する運用をなるべく抑え、メール等で受け付
ける運用を推進することにより、ペーパーレスの効果も得ることが可能となる。これにより、二酸
化炭素排出量の低減に少しでも貢献できると考える。
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注
１　ユーザとコンピュータを結ぶもの。本論文では情報システムの入力画面を指す。
２　試作品。
３　開発工程をいくつかの段階に分け、滝が上流から下流に向かって流れ落ちるように、上から下に順番に作業を進める方法。
４　利用者の要求を目にみえる形で確認できるように、ある程度要求仕様が決まった段階でプロトタイプをつくる。これを
実際に利用者に使用させ、要求仕様の確認や変更を行っていくことにより、利用者の要求との整合性をとりながら開発
していく開発方法。
５　初期の段階から情報システムを独立性の高い機能に分割することができる場合がある。この場合、部分ごとにウォータフォー
ルモデルにもとづいて設計・プログラミング・テストをくりかえし、全体をつくり上げていく開発方法。
６　システムの利用者自身がシステムの開発を行うこと。
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